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第３３回教育研究全国大会（栃木大会） 
大
会
主
題 

 
 

「 

今
を
生
き
抜
き
未
来
に
活
き
る
力
を
育
む
教
育
実
践 

」 

 
 

～
主
体
的
に
た
く
ま
し
く
学
ぶ
子
供
の
育
成
を
目
指
し
て
～ 

 

八
月
六
日
（
土
）
、
七
日
（
日
）
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
ホ
テ

ル
東
日
本
宇
都
宮
、
栃
木
県
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
第
三
十

三
回
教
育
研
究
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
日
目
は
、
七
分
科
会
に
分
か
れ
全

国
各
団
体
よ
り
選
出
さ
れ
た
教
職
員
の

提
案
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

島
教
協
か
ら
は
、
出
雲
市
立
朝
山
小

学
校
の
岡 

利
行
教
諭
が
、
「
歴
史
や

伝
統･

文
化
の
理
解
を
深
め
る
学
習
指

導
」
が
テ
ー
マ
の
第
１
分
科
会
で
提
案

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
提
案
の
テ
ー
マ

は
『
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
基
盤
に
据

え
た
教
育
活
動 

～
朝
山
を
理
解
し
、

朝
山
か
ら
学
び
を
広
げ
る
～
』
で
す
。

朝
山
小
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る｢

ふ
る
さ
と
教
育｣

の
概
要
や
朝

山
か
る
た
、
朝
山
探
検
、
見
々
久
神
楽
の
取
り
組
み
の
様
子
、

「
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
も
と
に
し
た
学
習
や
活
動
な
ど
、
し
っ
か

り
と
積
み
上
げ
ら
れ
た
厚
み
の
あ
る
実
践
の
数
々
を
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
各
教
科
と
の
関
連
や

兼
ね
合
い
、
中
学
校
や
他
校
と
の
連
携
、
楽
器
の
調
達
等
に
つ
い

て
の
質
問
が
な
さ
れ
、
活
発
な
研
究
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
か
る
た
や
神
楽
を
通
し
て

ど
の
よ
う
に
美
し
い
日
本
人
の
心
を
育

成
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
や
、
体

験
を
入
り
口
と
し
、
そ
こ
か
ら
感
じ
、

気
づ
き
、
見
つ
め
、
深
め
、
行
動
す
る

こ
と
で
生
き
る
力
と
な
っ
て
い
く
こ

と
、
文
化
継
承
の
場
と
し
て
の
学
校
や

家
庭
の
役
割
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て

明
星
大
学
特
別
教
授
の
高
橋
史
朗
先
生

か
ら
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

分
科
会
に
引
き
続
き
、
助
言
者
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
各
会
場

で
様
々
な
教
育
課
題
に
つ
い
て
最
新
の
情
報
を
基
に
し
た
内
容
の
濃

い
講
話
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
日
目
の
全
体
会
に
は
瀧
本 

寛
文
部
科
学

省
大
臣
官
房
審
議
官
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の

国
会
議
員
や
関
係
機
関
の
方
々
が
臨
席
さ

れ
、
全
日
教
連
の
活
動
に
力
強
い
エ
ー
ル
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
記
念
講
演
は
「
人
生
が
変
わ
る 

～
言
葉
の
力･

書
の
力
～
」
と
い
う
演
題
で
、

講
師
は
書
道
家
の
武
田
双
雲
氏
で
し
た
。 

 

ご
自
身
の
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
様
々
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、
書
道
家
に
な
る
ま
で
の
紆
余
曲
折
の
中
で
気
づ

い
た
、
人
は
皆
違
う
と
い
う
多
様
性
、
そ
し
て
違
う
こ
と
は
い
い
こ

と
で
面
白
い
こ
と
だ
と
い
う
お
話
は
驚
き
と
納
得
の
連
続
で
し
た
。

書
く
文
字
も
一
人
一
人
違
い
、
そ
こ
に
性
格
も
表
れ
る
か
ら
文
字
を

見
れ
ば
性
格
が
分
か
る
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
全
員
が
書
い
た

「
田
」
の
一
文
字
。
そ
の
一
画
一
画
か
ら
見
え
て
く
る
様
々
な
性
格

に
つ
い
て
の
武
田
さ
ん
な
ら
で
は
の
解
説
に
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

問
題
は
日
々
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
れ
を
解
決
す

る
た
め
に
は
他
人
や
世
界
を
変
え
た
い
が
そ
れ

は
で
き
な
い
。
し
か
し
自
分
は
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
自
分
の
感
情
を
自
分
で
心
地
よ
く
楽

し
い
方
向
へ
整
え
る
と
、
身
の
回
り
の
世
界
が

変
わ
っ
て
い
く
、
と
い
う
お
話
は
、
こ
れ
か
ら

の
毎
日
を
明
る
く
す
る
こ
と
の
で
き
る
と
て
も

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
全
国
各
県
の
実
践
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
参
考
に
な
っ
た
。
ま
た
、
他
県
の
方
と
も
交
流
し
た
り
、
指
導
助

言
の
先
生
や
講
演
講
師
の
お
話
を
直
接
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
非

常
に
刺
激
を
受
け
た
。
来
年
度
も
た
く
さ
ん
の
会
員
の
み
な
さ
ん
が

参
加
さ
れ
る
と
良
い
と
思
っ
た
。
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 



 

歓
迎
！
新
規
加
入
者 

  

井
尻 

麻
紀
子
さ
ん 

 
 
 

（
出
雲
市
・
大
津
小
） 

  

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
め
ざ
す
島

教
協
の
仲
間
と
と
も
に
、
固
く
手
を

取
り
合
っ
て
、
と
も
に
健
全
な
教
育

実
践
に
邁
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

島教協会員証特典のご紹介 
 

「T・ジョイ出雲」劇場売店にて 

  （ゆめタウン出雲 東館3階） 

 「島教協会員証を提示する」と 

 

売店人気ナンバー１の 

 ポップコーンセット 

      （通常７５０円）を 

  ワンコイン（500円）で 

        購入できます！ 
 ぜひ、 

  劇場売店へお立ち寄りください。 

  同伴者も同様の対応ができます。 
 

島教協相互援助規定のご紹介 
 

 ①結婚祝金の給付   ５，０００円 

 ②出産祝金の給付   ５，０００円 

 ③永年勤続祝金の給付 ５，０００円 

 ④病気見舞金の給付  ５，０００円 

     (傷病約１ヶ月の療養) 

 ⑤災害見舞金の給付 

  （住宅又は家財の損害を受けたとき 

            程度に応じて） 

 ⑥死亡弔慰金 

    （会員・会員配偶者死亡） 
 

 上記の規定に該当するときは、 

   ご本人または学校代表は、 

     事務局まで連絡をお願いします。 

      （電話０８５３ー２２－７７６２） 

平成28年人事院勧告（国家公務員）について 

 平成28年8月8日、人事院は、国会及び内閣に対

し、国家公務員の給与及び勤務時間について勧告し

ました。  

 人事院勧告は、一般職の職員の給与について報告

と勧告、一般職の職員の勤務時間についての報告と

勧告、あわせて、公務員人事管理についての報告か

ら成り立っています。 

 人事院勧告は、即決定ではありません。 

 民間の給与月例給や特別給の支給割合と国家公務

員の給与や特別給を比較し、民間給与との較差を是

正するために、国会と内閣に対して勧告するもので

す。今後、内閣が案をつくり国会で決定されます。 

 私たち島根県の公立学校教職員の給与等は、島根

県人事委員会が県議会と知事に対して行う「職員の

給与等に関する勧告」に基づき改定されます。また

幼稚園職員の給与等は、市町村ごとに改定されま

す。 

 国の人事院勧告は、地方の人事委員会勧告や給与

改定の指標ともなっています。 

 島教協は、今年度も島根県人事委員会に対して、

給与改定を始め、勤務条件等の改善についての要望

を行う予定です。 

月例給、ボーナスともに引上げ（３年連続） 

①月例給 

   初任給は１，５００円引き上げ 

   若年層についても同程度の改定 

   その他は、それぞれ４００円の引き上げ 

               （平均改定率０．２％） 

②ボーナスは 0.10月分引上げ 勤勉手当に配分 

   28年度  12月期  勤勉手当0.90月（現行0.80月） 

   29年度  6月期 勤勉手当0.85月 

        12月期 勤勉手当0.85月 

③実施時期  平成２８年４月１日 

給与制度の改正 

①給与制度の総合的見直し 

 ・国家公務員給与における諸課題に対応するため、昨年4月か 

  ら３年間で、俸給表や諸手当の在り方を含めた給与制度の 

  総合的な見直しを実施 

 ・平成29年度は、本府省業務調整手当額を引上げ 

②配偶者に係る扶養手当の見直し 

             （平成29年4月1日から段階実施） 

 ・配偶者に係る手当額を他の扶養親族に係る手当額と同額ま 

  で減額。それによる原資を用いて子に係る手当額を引上げ 

   配偶者及び父母等：6,500円（現行 配偶者は13,000円) 

   子：10,000円       （現行 6,500円） 

 講師研修会を開催 

      「出雲市幼稚園教員採用試験に向けて」 

 

 

 

 

 出教協幼稚園部は、７月２４日（日）四絡幼稚園で、出雲市幼稚園教諭採用試験

に向けての講師研修会を開催しました。 

 幼稚園で勤務されている２名の講師会員の方が参加されました。 

 島教協役員による模擬面接、ピアノ講師の倉橋先生によるピアノ実技の練習、そ

して四絡幼稚園の園山教諭から、採用試験合格者の体験談を伺

いました。 

 参加された方々にとっては中身の濃い研修になったと思います。 

 島教協は、このような機会を設け、力のある方が採用されるようお手伝いをする

とともに、採用後に正会員として入会していただけるよう働きかけます。 


